
１　地位とは
　林業では、適地適木とよく言われます。例えばスギを
植えて全く同じ施業をしたとしても、場所により収穫量
が全く異なります。これは、植えた箇所の土壌や尾根・
谷などの立地要因、降水量や気温などの環境要因の違い
から、収穫量の良し悪しを示す地位が異なるためです。
適地適木の検討には、地位の把握が重要です。
　地位の指標には主に２つあり、40年生時の上層木平均
樹高を指標とする地位指数と、伐採時の平均成長量を指
標とする地位級です。以下では、シンプルな地位指数を
主に述べます。

２　地位指数の測定・評価方法
　地位指数の測定・評価方法には、直接測定法と間接推
定法の２種類あります。直接法は、現地で伐期前後の林
分の樹高を計測し、樹高曲線と林齢で補正して地位指数
を求めます。一方で間接法では、現地の樹高とともに土
壌や気温などの立地環境要因の測定や資料収集をしま
す。この大量の現地データから、統計モデル(代表例. 地
位指数推定スコア表)を作成し、この統計モデルから広域
の林小班の地位指数を推定します。
　過去の調査事業と研究を振り返ると、1960年代頃の拡
大造林を契機として、主にスギの植栽適地を評価するた
めに、地位の間接推定法である地位指数推定スコア表が
開発されました。国有林では、1950年から60年代にかけ
て土壌調査事業が各地で行われ、1970年頃に地位指数推
定スコア表が作られました。一方で民有林では、1980年
頃に各府県の林業試験場で適地適木調査事業が行われま
した。森林簿の地位はこの頃の成果が反映されました。

３　航空レーザ測量による地位指数の把握
　現在、森林の樹高などを広域で精密に計測する手法と
して、航空レーザ測量が注目されています。航空レーザ
測量の応用として、四国でスギとヒノキの地位指数把握
手法を開発しました[1,2]。航空レーザ測量による林分樹
高から地位指数は広域で容易に求められます。むしろ難
しい点は、スギとヒノキの樹種分類地図作成と、林齢が
不明確な箇所の取り扱いでした。

４　四国全域での地位指数推定モデルの開発
　四国は、瀬戸内海側の少雨地帯と太平洋側の多雨地帯
で降水量が全く異なり、標高も0－2000mと狭い範囲で
急激に変わります。四国全域でスギとヒノキの地位指数
はどう異なるのだろうという素朴な疑問が、研究の出発

点でした。調べてみると四国の過去の地位指数推定スコ
ア表は、現在の森林計画区程度の範囲毎に、また民有林
と国有林毎に分かれて作られました。さらに詳細な林野
土壌図が必須ですが、林野土壌図の広域利用が難しいこ
ともわかりました。このために四国全域で使用できる立
地環境要因に絞り、簡略な土壌図を使用して、全く新し
くスギとヒノキの地位指数推定の統計モデルを開発しま
した[3]。結果として、四国全域でスギとヒノキの地位指
数の把握が可能となりました。また、樹種により地位指
数へ影響のある立地環境要因が異なり、やはりスギは降
水量など水分環境が良い箇所でより地位指数が高いこと
がわかりました。

５　現在、地位再考の必要性
　現在、拡大造林した人工林が伐採時期に入ってきまし
た。伐採時の調査または航空レーザ測量による地位指数
と直接法により、過去に間接法で推定された森林簿の地
位について、将来の森林管理のために再分析が必要です。

　またスギ中心の造林も、現在、大きな転換点にありま
す。森林所有者の立場での伐採時の利益を、スギ、アカマ
ツ、カラマツ等、広葉樹(薪炭)について、表1にまとめま
した。この試算には林業統計要覧の山元立木価格と、岩
手県北上川上流計画区の収穫表の標高0－200m地位中
で林齢50年の収穫量を用いました。50年前の拡大造林
時代にはスギの伐採利益が最も大きく、東北地域の造林
樹種としてまずはスギであり、スギの不適地にはアカマ
ツ、カラマツが候補となりました。この頃の東北地域の
地位の資料を収集整理していますが、当時の伐採利益の
状況が研究の前提であったためか、地位資料もほとんど
がスギであり、カラマツや広葉樹の資料は限定的です。
しかし、現在の伐採利益ではスギとカラマツの差も小さ
くなり、研究の前提も拡大造林時代とは全く異なります。
次は何を植えるか判断のために、カラマツや広葉樹など
他の樹種も含めて、現在の技術を用いて東北地域の地位
に関する新たな研究が必要と考えています。
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表1 拡大造林時代と現在の伐採利益（￥ /ha）

　今年３月に北海道新幹線が開通

し、より短時間で津軽海峡を越えら

れるようになりました。北海道には

ヒグマが、本州にはツキノワグマが

生息しているように、この海峡が動

植物の分布の境界線になっている種

が多く、『ブラキストン線』と呼ばれ

ています。今回はこのブラキストン

線を挟んだ南北に位置する“青い池”

に棲む魚をご紹介しましょう。

　まずは南側、青森県深浦町は十二

湖の「青池①」です。多くの観光客が

訪れるこの池の展望デッキでは、決

まって「アッ、魚いる！」と歓声が上

がります。何だろう･･･と写真を撮っ

て確認すると、イワナ②とニジマス

③の2種類いることが分かりまし

た。明治期に日本に移入された外来

種のニジマスが、いつ頃ここに放流

されたかは不明ですが、イワナを追

い回すそぶりも見せずにすっかりこ

の池の住人として馴染んでいます。

ニジマスは背中の黒点が、イワナは

白点が目立ちますので、行かれた際

はぜひ両種を見比べてみて下さい。

　そして北側、北海道は道東の摩周

湖北東、針葉樹の森にひっそり青い

水を湛える、その名も「神の子池④」

です。青池とはまた違ったコバルト

ブルーに輝き、オショロコマ（⑤：別

の場所で撮影）が生息しています。

イワナ属ですがイワナよりさらに寒

冷地に適応した種で、ブラキストン

線より南側にはいません。橙色の腹

に朱色の斑点も鮮やかなこの魚が神

の子池を泳ぐ様は、池の名前の通り

まさに神秘的です。阿寒湖や屈斜路

湖周辺を旅行される際は、ぜひお立

ち寄り下さい。最近パワースポットと

して人気上昇中です！

　北海道は海沿いの名もなき原生花

園や川沿いの名もなき湿原など、ガ

イドブックにも載らないありふれた

場所の自然でさえも濃厚です。今年

は新幹線でブラキストン線を越え、本

州とはひと味違う北の大地の動植物

相を満喫してみませんか？
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